
リブレをお使いの患者さんへ
放射線使⽤の検査（ X線、CT、PET等）では
リブレセンサーを除去して撮影することがメーカー推奨
となっておりますが、当院では、⾝体や機器への影響が
少ないと考え、患者さんのご希望に合わせて、装着した
ままの撮影も可能としています。
（仮に検査を⾏い機器が故障あるいは測定値に影響を及ぼしても当院では責任は負えません）
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患者さんのご希望に合わせて
【装着したまま】

あるいは
【除去して】
撮影を⾏います

撮影の際には診療放射線技師に
お伝えください

【除去して】
撮影を⾏います

※リブレ以外の持続⾎糖測定器は、すべての検査において
除去して撮影になります。貼り替えタイミングでの検査予約
あるいは撮影後に装着する新しい測定器をご持参ください。

※外したリブレセンサー
は再利⽤できません。
かかりつけ医で処⽅
された新しいリブレを
ご⾃⾝で装着して下さい。


